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2024ミャンマー日本語教師育成プログラム
オンライン平日コース　申請書
 
	氏名
	カタカナ
	

	
	英語
	

	
	ミャンマー語
	



	生年月日
	年　　月　　日
	年齢
	2024年1月1日現在
歳

	住所（英語）
	

	電話番号
	

	メールアドレス
	



※ 該当するものに〇をつけてください。例）（〇）パソコンを持っている。
	パソコンの有無
	（　　）パソコンを持っている。
（　　）パソコンを持っていない。

	日本語入力
	（　　）パソコンで日本語入力ができる。　　
（　　）パソコンで日本語入力ができない。

	日本語能力
※複数回答可
	JLPTの（　　）N１、（　　）N２、（　　）N３に合格
※JLPTの得点が分かる部分のスキャンデータ（または、写真やコピー）を提出してください。
※JLPT以外の日本語の試験を受験した場合は、その成績が分かる部分のスキャンデータ（または、写真やコピー）を提出してください。

	日本語教授経験
※複数回答可
	（　　）今まで日本語学校や送り出し機関（agency）で日本語を教えたことがある。
（　　）今までボランティアで日本語を教えたことがある。
（　　）今まで日本語を教えたことが全然ない。



	日本語教授歴
※一番新しい情報を書いてください。
	期　間
	学校・会社名
（英語またはミャンマー語）
※一人で教えている場合は「プライベート」と記入
	主な使用教材

	
	年　　　月～
年　　　月
	

	


	
	年　　　月～
年　　　月
	

	


	
	年　　　月～
年　　　月
	

	


	
	年　　　月～
年　　　月
	

	





	日本語学習歴
	期　間
	学校・会社名
（英語、またはミャンマー語）
※自分で勉強した場合は「独学」と記入
	主な使用教材

	
	年　　　月～
年　　　月
	

	


	
	年　　　月～
年　　　月
	

	


	
	年　　　月～
年　　　月
	

	


	
	年　　　月～
年　　　月
	

	




	訪日歴
	期　間
	目　的

	
	例）2019年10月～2019年10月
（　　約２週間　　）
	　　（〇）仕事　　（　）留学
　　（　）観光　　（　）その他

	
	　　　　年　　　月　～　　　年　　　月
（　　　　　　　　）
	　　（　）仕事　　（　）留学
　　（　）観光　　（　）その他

	
	　　　　年　　　月　～　　　年　　　月
（　　　　　　　　）
	（　）仕事　　（　）留学
　　（　）観光　　（　）その他

	
	年　　　月　～　　　年　　　月
（　　　　　　　　）
	（　）仕事　　（　）留学
　　（　）観光　　（　）その他



※ 該当するものに〇をつけてください。
	研修/講座
受講歴
	日本での日本語教師研修
	The Japan Foundation, Yangonの講座

	
	１．JFの研修
（　　）基礎研修（6ヶ月）
（　　）日本語研修（６週間）
（　　）教授法総合研修（６週間）
（　　）特定技能研修 (4週間）
（　　）その他のJFの研修
２．JF以外の日本語教師研修
※下に研修の名前を書いてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	（　　）いろどり会話ブラッシュアップ
コース（２ヶ月）
（　　）まるごと中級コース（２ヶ月）
（　　）定期勉強会（月１回）
（　　）その他のJFYGの講座








志望理由
どうしてこのプログラムに参加したいと思いましたか。理由を書いてください。

※「はじめまして」などのあいさつや「私は～と申します。」などの自己紹介は書かないでください。

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	













日本語能力自己評価（話す）

下記 (かき)の項目 (こうもく)で、あなたがよくできるものには〇、少しできるものには△、できないものには×を
（　　）に書いてください。
なお、この自己評価 (じこひょうか)は皆さんがご自身 (じしん)の能力 (のうりょく)を確認 (かくにん)をするためのもので、選考 (せんこう)（合格か不合格か）
には一切関係 (いっさいかんけい)ありません。

	1. （　　）
	相手 (あいて)や状況 (じょうきょう)に応 (おう)じて、丁寧 (ていねい)な言い方とくだけた言い方が使い分けられる。

	2. （　　）
	最近見た映画や読んだ本のだいたいのストーリーを紹介 (しょうかい)することができる。

	3. （　　）
	クラスのディスカッションで、相手 (あいて)の意見 (いけん)に賛成 (さんせい)か反対 (はんたい)かを理由 (りゆう)とともに
述 (の)べることができる。

	4. （　　）
	準備 (じゅんび)をしていれば、自分の専門 (せんもん)の話題 (わだい)やよく知っている話題についてプレ
ゼンテーションができる。

	5. （　　）
	友人 (ゆうじん)や同僚 (どうりょう)と、旅行の計画やパーティーの準備などについて話し合うことが
できる。

	6. （　　）
	アルバイトや仕事の面接 (めんせつ)で、希望 (きぼう)や経験 (けいけん)を言うことができる。（例：勤務 (きんむ)時間、経験した仕事）

	7. （　　）
	よく知っている場所の道順 (みちじゅん)や乗り換えについて説明することができる。

	8. （　　）
	準備をしていれば、自分の送別会 (そうべつかい)などフォーマルな場で短いスピーチをすることができる。

	9. （　　）
	店で買いたいものについて質問したり、希望 (きぼう)や条件 (じょうけん)を説明 (せつめい)したりすることができる。

	10. （　　）
	電話で遅刻 (ちこく)や欠席 (けっせき)の連絡 (れんらく)ができる。

	11. （　　）
	身近 (みぢか)で日常的 (にちじょうてき)な話題 (わだい)（例：趣味 (しゅみ)、週末の予定）について会話できる。

	12. （　　）
	相手の都合 (つごう)を聞いて、会う日時を決めることができる。

	13. （　　）
	驚 (おどろ)き、嬉 (うれ)しさなどの自分の気持ちと、その理由を簡単なことばで説明する
ことができる。



出典：日本語能力試験Can-do自己評価リスト（JLPT Can-do）「話す」 一部抜粋（４～16）
　　　https://www.jlpt.jp/about/candolist_speaking.html
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